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名古屋で「ビッグイシュー」の販売でホームレスの

自立支援をしている団体が「ビッグイシュー名古屋

ネット」です。継続的な雑誌の販売で生活の糧を

つくり自立を応援し、ビッグイシューを通じて

ホームレス状態の人やホームレス予備軍、周辺問題

への理解を深めていくことを目的に活動しています。

雑誌を売る人、買う人、応援する人、みんなを

つなげるネットワークとして今日まで続いています。
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「ビッグイシューです！」。2006 年 4 月 15 日、名古屋で初めてビッグイシューの販

売を開始してから、はや 6年目を迎えようとしている。最初はたった一人の販売員から

始まり、今は 6名の販売員が『ビッグイシュー』を高く掲げ、声高く道行く市民に呼び

かけている。ビッグイシューは、1991 年にイギリスで生まれた、ホームレスの人々だ

けに販売が限定されている雑誌である。一人ひとりが販売の主体であり、どこにも誰に

も属さない。ビッグイシュー本社とは受け渡しと仕入を行うだけの関係であって、販売

員個々人は立派な自営業者である。販売員は雑誌販売を通して、収益の獲得のみならず、

社会とのコミュニケーション通路も得られることとなる。お客さんからの「1冊くださ

い」の声は、販売員にとって、道路を挟んで遠く広がるだけであった社会との新たな接

点を取り戻す機会にもなる。これまで長年販売を続けてこられたほとんどの販売員には、

「お得意さん」がついていることがそれを表している。無論、収益を得る、それ自体も

ビッグイシューがもたらした最も大きな役割と言えよう。つまり、これまで路上にいる

ホームレス当事者が収益を得るための手段となると、空き缶拾いや並び屋、または運よ

く手配師に連れられて現金収入の仕事に就くか、飯場に入るぐらいしか選択肢がなかっ

た。その雇用関係の不安定さや雇用環境の劣悪さについてはこれまでに数多く取り上げ

られている。しかし、ビッグイシューの販売では、自分が決めた時間に、自分が決めた

場所で販売して収益を得、資産を増やしていくことが可能である。実際に販売員の中に

は、販売の収入だけで生活の糧を得、暮らしを立て直している方が多い。もちろん、近

年の社会経済情勢の悪化の中、販売だけでは無理があり、生活保護と抱合せた、いわゆ

る「半福祉半就労」という自立の有り様も現れている。中には、ビッグイシュー販売を

踏み台として他の仕事に就く人もいる。ビッグイシューの販売は、販売を通じた収入と

コミュニケーションの創出という意味で、既存の福祉が切り拓けなかった新たな「福祉

実践」、つまり「生産的福祉＝社会開発アプローチ」とも言える。

この度『ビッグイシュー名古屋ネット 5周年記念誌：ビッグイシュー名古屋ネットの

歩み』の刊行を企画した理由は、より多くの方に私たちの活動を理解していただき、名

古屋での販売がより促進されることを願ったためである。東海三県で販売を展開してい

るのはまだ名古屋だけである。これからは岐阜県や三重県など広範囲にわたる地域展開

の中で、ビッグイシュー販売を必要とする方、ビッグイシューの記事や出版の趣旨に共

感していただける方のネットワークをさらに広げていけたらと切に願っている。

この小さな冊子は、多くの方のご協力のおかげで刊行に至った。販売開始当初から

かかわってくれた支援スタッフ、販売員の方々、通常業務の傍ら、本誌の編集に時間

を割いて細かな対応をしていただいた石原明さん、そして何より、購読者のみなさん

に厚く感謝申し上げたい。また、本誌の刊行にあたっては、文部科学省科学研究費補

助金「東アジアにおけるホームレス支援モデルの構築 ( 研究代表：全泓奎 )」( 課題番号

21730455) による研究費の助成を受けた。

ビッグイシュー名古屋ネット　全
ジョン

  泓
ホンギュ

奎

刊 行 の 辞
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ビッグイシュー名古屋ネットワークは、初めての、個人参加の市民による販売＆販売
者支援ネットワークとして生まれました。2006 年 6月、ビッグイシュー創刊から 2年
9ケ月後のことでした。この年 4月、東京から名古屋へ研究者として赴任されたジョン・
ホンギュ（全泓奎）さんの働きかけで「野宿労働者の人権を守る会」の協力を得て誕生
したのです。首都圏と京阪神圏にはビッグイシューの販売者はいて、なぜ中京都市圏に
はいないのか？　そんなホンギュさんの素朴な疑問を起点にして生まれたのです。
この前年の 2005 年 6月仙台で販売が始っていました。ここでは 2000 年からホーム
レス支援の活動をしていた「仙台夜回りグループ」の組織活動の一部として開始されま
した。その上で、販売のための市民組織として「仙台ビッグイシューソサエティ」がつ
くられました。また、直前の 2006 年 4月に始まった広島は「広島ホームレス支援機構」
の活動として始まりました。いずれも、従来型のホームレス支援活動の一環として始め
られました。これらのホームレス支援活動には、夜回り、炊き出し、福祉の制度につなぐ、
またつなぐための住居の提供、就労支援、の５つぐらいの活動のタイプがあるように思
えます。
ビッグイシューはホームレスの人しか出来ない「仕事を提供」するという 6番目のタ
イプの支援活動かも知れません。仕事を失ってホームレス状態になる人が多いなか、直
接仕事を提供するというのはわかりやすい活動でした。販売という仕事上、多くの人々
の共感と賛同がないと成り立たないものでもありました。だから、市民のみなさんがボ
ランティアとして参加してくださることになるのかもしれません。
しかし、現実には日々の卸や販売者サポートは時間的にも場所的にも、かなりハード
ルの高い支援活動です。にもかかわらず、なぜ、ボランティアに参加していただけるの
か？　また、なぜ、ボランティアとして簡単ではない活動を続けていってもらえるのか？
　ありがたいという感謝のひとことです。
いま、私は、仕事を提供することで、自立支援、機会（チャンス）を提供し、ホーム
レスの人をビジネスパートナーにでき、問題の被害的当事者になった人を問題解決の担
い手にできる社会的企業として成功させたい、と願っています。そして、ボランティア
の人も参加したくなる、また、参加できる魅力的でハイブリッドな会社経営組織を、こ
の日本でつくりたいと思っています。
名古屋ネットがトップを切った個人による販売＆販売者支援ネットワークは、2007
年 5月の「ビッグイシューふくおかサポーターズ」、2007 年 9月の「ビッグイシューさっ
ぽろ」、2008 年 10 月の「ビッグイシューかごしまサポーターズ」、と続きました。い
までは、金沢市、立川市、三鷹市、横浜市、川崎市、大宮市、千葉市、船橋市、などに
もボランティアグループや、地元の市民団体と連携する市民の活動があります。
ビッグイシューはボランティアに支えられる社会的企業であり、これからの市民社会
はボランティアがつくる社会だとも言えます。これらのボランティアのあり方や可能性
の有力な実験場が名古屋ネットワークなのかもしれません。

( 有 ) ビッグイシュー日本代表　佐野章二

名古屋ネットワークへのメッセージ
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笹島診療所の定森と申します。ホームレス支援の活動をしている仲間として、また一
人の読者として、ビッグイシュー名古屋ネットの 5周年を心よりお祝い申し上げます。
私が所属している笹島診療所（以下、診療所）では、ホームレス状態にある方の医療
相談・生活相談を主に行っておりますが、日々の相談の中で、働きたいけれど働く場所
が見つからないという方に多く出会います。「仕事なんてどこかにあるだろう」と診療
所でボランティアをする前には思っていましたが、実際にはホームレス状態になってい
る方々が働けるような場所は少ないのが現状だと気づかされました。そのような現状に
対して、ビッグイシューは、ホームレスの方の就労の場を創出しているという点で、画
期的な試みだと思いますし、診療所として見習う必要があると思います。
ところで、ホームレス問題に普段馴染みがない方でも、ホームレス問題という言葉を聞
いて、何かしらイメージは思い浮かぶと思います。「自己責任だろ」「好きでやっているの
でしょ」という個人の責任に帰するイメージを持つ方もいれば、「派遣切りや福祉行政か
らはじかれた結果だ」という方もあるかと思います。しかし、ホームレスになられた方と
対面した際に思うことは、様々な要因が絡み合ったうえで、ホームレスになっているのだ
ということです。そこで、診療所としてもホームレスになった方の実情について、広く地
域社会の方々に知ってもらい、一緒にホームレス問題について考える機会をつくりたいと
思い市民フォーラム（講演会など）を実施しております。しかしながら、ホームレス問題
に普段馴染みのない方の参加になかなか繋がらないなど課題があります。
その点、ビッグイシューというのは、ホームレス問題に関心のある方だけでなく、関
心のない方も含めた地域の幅広い層の人達とホームレスをつなげる接点となっているよ
うに思います。雑誌の購入を通じて、思いがけずホームレス問題に向き合うことになっ
た人も多くいるかと思います。地域の人達に身近な問題として感じてもらうためにも、
ビッグイシューの果たす役割というのはとても大きいように思います。
そして、一人の購読者として、名古屋でビッグイシューの販売が続いていることは、
本当に嬉しく思っております。有名人のインタビュー記事のように気楽な気分で読める
ものもあれば、社会問題について書かれた記事のように考えさせられる内容のものもあ
り、読んでいて飽きることがありません。そして、読みごたえはあるのに、読んだ後にどっ
と疲れるということもなく、読みやすい雑誌だと思います。
ちなみに特に私が好きな記事は、ホームレス人生相談です。自らの経験をもとに語る
販売員の方の言葉に、いつも励まされます。自らの経験・人生をしっかりと見つめられ
た上での言葉は、すっと心に届く言葉になるのかなと感じています。
それと、ビッグイシューの魅力は雑誌の記事だけでなく、購入方法、つまりは販売者
の存在にもあると思います。私事になりますが、名古屋駅付近を訪れた際、せわしなく
歩く人ごみにまみれ、ふと気づけば自分もせわしなく歩いてしまうことがあります。そ
のようなときに、ビッグイシューの販売の方を見かけるとほっとします。販売員の方と
の何気ない会話が、忙しくなっていた気持ちにゆとりを生んでくれます。インターネッ
トであらゆる物が購入できる時代だからこそ、ビッグイシューのような人と人が触れ合
いながら物を買えることの意義があるように思います。
ビッグイシュー名古屋ネットを 5年間支えてきた、販売員・ボランティアの方々、こ
れからも名古屋でのご活躍、宜しくお願い致します。

笹島診療所　定森　光

５周年にあたって
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私は長い間、ホームレスの方への炊き出し、その他の支援活動をやらせていただいて

います。炊き出しでは「出会いと交流」を目的にしています。提供できるものは、週二回、

丼一杯飯でしかありません。それでも、私たちの炊き出しに、開始の夜８時まえ、なん

と午後１時から待っておられる人がいると聞くと何とも申し訳なく思いますが、同時に、

そこまで、食に不自由されている人がいる日本社会の実情を知らされて愕然とします。

さて、そんな炊き出しですが、余裕のあるときには、利用される方からお話しを聴く

機会をもちます。その中で、風袋はおせじにも綺麗とは見えないＧさんと何回か話を聴

きました。あるときは、私がクリスチャンだと知っているせいか、不思議なこともある

んだなと次のような話をしてくれました。ある公園で休んでいたところ、お腹が空いて

何ともならなかったので「イエス様、助けてください」と祈ったところ、あれま、不思

議、あるおばさんが「これ食べて」と袋を一つ置いて行ったとのこと。思わず、感謝し

て頂いた、と話されました。これを、きっかけに、炊き出しで会うたび、話を聴きました。

そのうち、ビッグイシューの販売をすると言われ、売れないときには買いますからと約

束しました。

炊き出しには、なかなか売れないとか、買い取りだから大変だとか言いながら、ビッ

グイシューのバックナンバーを持ってきたので、ルール違反と言いながら、買いました。

また、私たちと縁のある自立支援センターに一年入居していただき、色々ありましたが、

幸い、その後、新たなアパートへ転居して行かれました。

私たちの炊き出しはホームレスの方の「自立」支援が目的ですが、世界的に就労先の

ない現在、非常に困難となっています。生活保護受給により「住と食」はやっと確保で

きますが、その後の暮らしをどうするかまでは見通しがないとしか言えません。ビッグ

イシューのように起業する以外にはないのではないでしょうか。新たな起業もまた困難

ですし。

私たちのＮＰＯ法人には『共生会』と名がついています。しかし、余った時間とお金

を支援に回すだけでしかありません。自分の生活、仕事は確保した上でしか関わってい

ないのです。「共生」の名ばかりなのです。真に「共生」するために、何をしなければ

ならないか、ビッグイシューの方たちと考えながら、前に進みたいと思います。

NPOささしま共生会・理事長　竹谷　基

５周年おめでとう。
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ビッグイシュー名古屋ネ　

韓国の販売者も応援しています。寒い冬で心も寒くなりますが、い
つも希望を持ち温かい心でいられることを願います。ビッグイシュー
を通じて多くの勇気を読者と分かち合えますように。

ソウル大学前　李ミンス

名古屋ネット 5周年おめでとうございます。これから
もより発展した姿で、一層頑張ってください。

Hongik 大学正門前　ユ・ヨングン

5 周年おめでとうございます。
Sookmyung 女子大入口　金ホンテ

ビッグイシュー名古屋ネット 5周年、誠におめでとうございます。
日本のビッグイシューもとても面白く内容も充実しており、楽しく読
んでいます。いつも健康で幸せでいられますようお祈りします。

鐘閣駅　具ボンチュン

ビッグイシュー名古屋ネット 5周年、誠におめでとうございます。
これからも頑張ってください。ファイティング！　

江南駅11番出口　林ジョンフン

私は韓国でビッグイシューを販売する金ヒジョンです。韓国でも昨年の夏から大田市で販売さ
れる方が現れました。初めての販売者は、多くの困難と厳しさを乗り越えないとなりません。名
古屋も同じ状況ではないかと思います。しかし、いつかは必ず報われる時が来ると信じています。
地域で広がることをお祈りしています。

鐘路区役所4ゴリ　金ヒジョン

ビッグイシュー名古屋ネットの創立 5周年、おめでとうございます。
Soongsil 大学入口　崔チョンボク

はじめまして、ビッグイシュー名古屋ネット関係者のみなさま。販売
活動の 5周年おめでとうございます。これからも周りの人々と分かち合
う活動を実践し、さらに発展していかれることをお祈りします。名古屋
ネットの販売者のみなさんも頑張ってください。ファイティング！

水原駅　ジョンボムハク

5 周年おめでとうございます。ビッグイシューはホームレスを支援す
る特別な雑誌だと思います。イギリスのビッグイシューのように、他の
雑誌に負けずにずっと成長できるよう願っています。　

サダン駅5番出口　ユン・ビョンイル
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　ットへの応援メッセージ

5 周年をおめでとうございます。名古屋ネット販売者
のみなさん、寒い中おつかれさまです。

西江大学前　朴ヨンギル

ビッグイシュー名古屋ネット 5周年おめでとうござい
ます。引き続き発展することをお祈りします。

Hongik 大学駅 9番出口　ソン・ギヨン

ビッグイシュー名古屋ネット販売者のみなさん、頑張ってください。いつも健康で、自立でき
るよう一生懸命に販売してください。ファイティングです！　
ビッグイシュー名古屋ネットの販売者のみなさん！
おつかれさまです。2012年も頑張ってください。全ての願いが叶いますように。ビッグイシュー

コリア！ビッグイシュー名古屋ネットファイティング！
高速ターミナル前　オ・ヒョンソク

ビッグイシュー名古屋ネットの 5周年おめでとうございます。日本でも私たちと同じ状況にい
る多くの仲間に、自立の手助けができたことを嬉しく思います。最初の一歩は簡単ではありませ
んが、ビッグイシュー販売を通じて、多くの方の暮らしがよりよくなることを願っています。ビッ
グイシュー名古屋ネットの一層のご発展をお祈りします。

コンドク駅前　グォン・ヨンジン

こんにちは。みなさん、お元気でしょうか。私たちは、国は違いますが、
( ビッグイシューを販売していることで ) 一つの家族です。5周年誠に
おめでとうございます。これからも一層頑張ってください。

アナム駅前　林ジンヒ

ビッグイシュー名古屋ネット 5周年、おめでとうござ
います。忍耐の末に幸せが訪れてきます。

サダン駅3番出口　林グァンジン

こんにちは。韓国の販売者、朴ジョンファンです。書面にてですがご挨拶申し上げることができ、
嬉しいです。日本は大変な災害により大きな被害を受けながらも、販売者のみなさんが頑張って
販売活動に励んでいるという話を聞きました。厳しい時期かと思いますが、必ず乗り越えて、良
い実りが得られることを切に願っています。

ヨクサム駅　朴ジョンファン

ビッグイシュー名古屋ネットの 5周年をおめでとうございます。希
望をなくさずに、希望を抱きしめて頑張って生きてください。

汝矣島　チョン・グォンモ

ビッグイシューコリア販売者の皆さん
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ビッグイシューとわたしのあいだには浅くて近い川がある
名古屋のなかまに会いたくてエンヤコラ明日も船をこぐ
ローエンドロー（row and row）
ローエンドロー（row and row）
おぼれるな　ロー（row）
　　　　　　　　　　　ーーー戯れうた2012

ビッグイシュー（以下 B.I）を知ったのは創刊時で、ああいう全国区の雑誌は東京でし
か売っていないと念願の現物を手にできたのは現在 25才の娘が成人式ごろだったか。
どうしても登場するのがワケありの私の事情だ。ゆえあって、子連れ狼の私は故郷を
捨てた。まだアラフォー前期、見た目も崩れ切っていなかったしパワーもあった。そう、
新規まき直しである。
みなさんにとって、ドン底とは飢えや寒さや病気や家のないことかも知れない。私は、
牛乳ビンの底をつき破り、辛くも大脱出をとげ一か八かに賭けた、ど貧困世帯をしょっ
た鉄砲玉で、娘は私の右腕のようにガマン強く育った。というか、のちにガマンが過ぎ
て虫歯が進行した激痛で眠れず、そのまま神経を殺した（神経が消滅した結果、歯痛も
消滅）武勇伝の持ち主である。
話しを元に戻す。地をはうような、前へ前へウォークと起死回々生々の時をすっとん
で今の清貧ぐらしがある。先は見えないが、今日は生きている。明日も生きるだろう。
その程度の身の丈の毎日だ。
東京で B.I を手に、初めて発見した新大陸のように 1冊を自慢げに私に渡した娘は、
その 2年前の創刊のことを話した私の意見は無視し、「イギリスってすごいな」と悦に
入り私が喜ぶのを知っていたと思う。
あれから数年、私は姿かたちはすっかり崩れたものの、出身地の貧困弱者を自ら励ま
す詩や人の苦しみ悲しみ、鎮魂歌のようなものばかり毎日書くようになった。
私が私であることは、自分の中のもろさや弱さ生きづらさを表明し過去を現在にプラ
スに生かすことでもある。貧困や病気や暴力、放浪や救援という、人生のテーマはゆず
れないし何ともならないことを何とかしようとして、今もさらに大きな SOS のフラッグ
をふり、豚のように愛らしく残飯をあさる、ジャンヌダルクやカラミティ・ジェーンが
理想なのだ。
私の妄想はともかく、B.I のなかまに直接会えるキッカケとなった 2009CBTF アート

展初出品（詩人デビュー）in 桑名での、最初で最後と私自身の命と叫びをぶちまけたあ
の時の勢いは鮮烈だ。作品会場では、90才ぐらいの をついた老人が表題作「野垂れ死・
ぬな」の前で長いこと立ち尽くした挙句（スタッフは、寝てるのか！？と感じたそう）、
「わしゃあ、生きる！」と言って急にスタコラ帰っていったとか・・・。そのセリフこそ、

ビッグイシューとわたしの　



9

私が待っていたフレーズだ。もう何も言うことはないとムセビ泣くおもいだったが同時
に、私の心の支えである B.I を会場で紹介したことで名古屋ネットのラブ・筧さんと知
り合えた。まさやんを心配して詩をたくさん書き、眠れなかった夜。ビッグ佐藤さんに
会って、昔の私に思わず戻りそうになった去年は、トヨトミ藤吉郎にも会い癒された日。
ぬくもる思い出、とくにこの 2年間は B.I のことを考えぬ日はないくらい私の近くに
あって、離れがたく思う。
あ、それと佐野代表とは来世で結婚しましょうとプロポーズをしたが返事は頂いてい
ない。なにせ、今生は私がいないと倒れる相方セバスチャン・なめ郎という共白髪のス
テディがおり人生は 1回ポッキリなので、私もつらいところだ。
そうだ、悔いなくいこう。死ぬ前に、まずちょっとそこまで生きてみよう。そういう
私に直球のメッセージがビシバシ入ってくる、B.I＆ナゴヤピープルは、第2の故郷になっ
ている。
生きてる限り、死ぬことはあるけれど何かの意味があるとしたら？さあ、どうする私！
という気合いで日々、くらしている。
出会いのキッカケとなったデビュー作？を披露して共に斗う決意。誰と？って、自分
との斗いに決まっている。あとはなかまと世界を覆い尽くす巨大な暴力に向かって斗い
つづけるだけ、我が友 B.I よ！！

今井くるみ

　あいだには浅くて近い川がある

野垂れ死・ぬな　（今井くるみ著）

とことん
野垂れ
野垂打ち回れ
でも
死ぬな
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私が THE BIG ISSUE JAPAN の佐野さんに初めてお会いしたとき、彼は「勝なくても

いい。だけど、決して負けない」と、力強く話してくれた。私はその言葉がとても印象

に残った。

彼らは路上でこの雑誌を販売している。今は 1冊 300 円で販売し、内 160 円が販売

者の収入になる。160 円を稼ぐためには一冊を、1600 円を稼ぐためには 10 冊を販売

しなければならない。これは簡単なことのようでとても難しい。なにしろ路上販売は天

気の影響も、季節の温度にも左右されるのだから。

路上という店は、暖を取るために入るコンビニのような気軽さは望めない。寒さで足

早に通り過ぎていく人を眺めながら、寒さと戦い、夏にはうだるような蒸し暑さとも戦

わなければならない。そして彼らはビッグイシューを販売することで、路上生活者だと

カミングアウトしていることになる。好奇な視線を向ける人もいる。世の中は善人ばか

りではないから。

実際に本誌の読者投稿記事で、「ホームレスが売っていることで、買うのに勇気が必

要でした」とか、「気になっていたけど、いままで買えませんでした」という内容の記

事を読んだりする。でも不思議なのは、異口同音に「読んでみたら面白かった」「ほか

の方に勧めます」「ホームレスのイメージが変わった」などのことが書かれていたりする。

そのあたりがとても興味深い。私は、「もしこの雑誌が書店やコンビニで販売されてい

たら、これほどの魅力を発揮できただろうか？」とも思うのだ。「この雑誌の魅力の半

分は、販売者とのやり取りではないだろうか？」と。

彼らの仕事は雑誌の販売だけではない。路上生活者に対する偏見を、まじめに働くこ

とで返上するという行為だ。そして大手のマスコミが取り上げないような、世界から選

りすぐられた情報を、１冊の本を通して世界の片隅で伝えていく。後押しをする編集部

の責任は重い。毎号組まれる特集を検討し取材し、少しでも読みやすい紙面を作るため

に、日夜努力をしているのだろう。その努力はこの本のそこかしこから伝わってくる。

「勝たなくてもいい。でも、決して負けない」・・・日本での販売に向けて、採算が合

わないからとの大反対を押し切って出版されたこのストリートペーパーが、いまでも販

売されているのは、負けてない証拠だろう。ねえ、佐野さん？

福田　実佐枝

「好きだよ、THE BIG ISSUE JAPAN」
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